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図1 遺伝子解析装置 (A) および解析結果 （B：陽性例 C：陰性例） 
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ＳＬＮ生検施行群 94.4% 

ＳＬＮ生検未施行群 86.7% 

P=0.3956 

図2 SLN生検施行群ならびにSLN生検未施行群の5年累積生存率 



SLN生検施行群  

(n=28) 

SLN生検未施行群 

(n=23) 

年齢 29～85歳 28～81歳 

性別 男 19 16 

女 9 7 

T Stage T1 ７ 10 

T2 21 13 

分化度 高分化 20 12 

中分化 3 10 

低分化 5 1 

Y-K分類 1 1 3 

2 4 3 

3 19 14 

4C 1 3 

4D 3 0 

表1 患者背景 



表3 病理組織学的診断ならびにOSNA法による診断結果の比較 

    病理組織学的診断   

    陽性 陰性 計 

OSNA法 

陽性 5 1 6 

陰性 0 22 22 

  計 5 23 28 



SLN生検施行群           SLN生検未施行群 

後発転移 
0 (0%) 

 

28(100%) 

3 (13.0%) 

 

20(87.0%) 

P＜0.05 

表4 SLN生検施行群とSLN生検未施行群における後発転移の比較 

陽性  

 

陰性  

P値 
( n=28 )                                                ( n=23 ) 


